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農業土木とは

農業基盤整備
（圃場整備）

公共事業

2011年3月
原発事故

農業生産を支える

縁の下の力持ち的役割

2
農林水産省パンフレット 「共に生きる都市と農村」～豊かな食と美しい農村をめざして～ (2006), p.8より
http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/

土・水・農村・情報の
インフラ整備

http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/


放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会（農業土木関係）

第 タイトル 講演者 項目 分野 開催日

1 土壌中の放射性セシウムの挙動 塩沢　昌 実態解明 農地 2011年11月19日

3 自然凍結融解を利用した農地除染の試み 溝口　勝 対策 情報 2012年5月26日

4
農地土壌の除染と空間線量率低減の関係

～GISを用いた除染効果の簡易推定～
吉田修一郎 実態解明 農地 2012年9月8日

5 飯舘村の水田における農業土木的土壌除染法の試み 溝口　勝 対策 情報 2012年12月8日

6 土壌中の放射性セシウムの振る舞いについて 西村　拓 実態解明 地水 2013年4月20日

7
放射性セシウムはどこから水系に流出したのか

―福島県のため池における蓄積量調査から－
塩沢　昌 実態解明 農地 2013年8月10日

7 地域社会と専門家の連携－大学にできること－ 溝口 勝 教育 情報 2013年8月10日

8 水田湛水による周辺環境の放射線量低減の試み 久保 成隆 対策 水利 2013年12月14日

9 放射性セシウムの地表面濃度の現場測定法と測定例 塩沢　昌 手法 農地 2014年6月14日

10 放射性セシウムの土壌中の挙動、水系への流出 塩沢　昌 実態解明 農地 2014年11月9日

11 学民連携による飯舘村の農業再生に向けた取り組み 菅野宗夫/溝口　勝 教育 情報 2015年4月25日

12 福島畑地土壌におけるカリウム動態について 濱本昌一郎 実態解明 地水 2016年3月26日

12 有機物が多い土壌におけるセシウムの再分布 西村　拓 実態解明 地水 2016年3月26日

12 放射性セシウムの添加による土壌への固定状態の経時変化 塩沢　昌 実態解明 農地 2016年3月26日

14
フクシマの森林流域河川を移動・流出する

放射性セシウムはどこから来たのか
塩沢　昌 実態解明 農地 2017年11月25日

14 森林小流域から流出する放射性Csのモニタリング 西村　拓 手法 地水 2017年11月25日

14 農地除染は空間線量の低減にどのくらいの効果があるのか 吉田修一郎 実態解明 農地 2017年11月25日

15
水田周囲の削り取り除染が行われていない

畦や法面が周辺環境に及ぼす影響
吉田修一郎 実態解明 農地 2019年11月16日

15 飯舘村に通いつづけて8年半-大学と現場をつなぐ農学教育- 溝口 勝 教育 情報 2019年11月16日

復興支援プロジェクト（https://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/）から抜粋 ほとんどが地水研（Soil Physics and Soil Hydrology土壌物理学と土壌水文学）出身者

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/
http://soil.en.a.u-tokyo.ac.jp/


土壌中の放射性セシウムの挙動 (2011.5.24)
実線：不耕起水田，破線：耕起水田

塩沢ら：福島県の水田土壌における放射性セシウムの深度別濃度と移流速度,
RADIOISOTOPES誌，８月号，2011 より引用 4



反転耕水による土壌撹拌・除去

表土削り取り

農地除染対策の技術書概要
【調査・設計編、施工編】

平 成 ２ ４ 年 ８ 月

農地の除染法
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この講演の進め方

１．これまでの取組みの振り返り （溝口の主観による）

– 主な取り組みの紹介

２．残された課題 （西村の主観による）

– 農業再生のための注意点

３．これから何が必要か？ （宗夫さんの主観による）

– 未来への期待と希望



１．これまでの取組みの振り返り （溝口の主観による）

– 主な取り組みの紹介



飯舘村の場所

http://blog.goo.ne.jp/yampr7/e/3252e06
11ebc1eabd36195cede8a2231
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原発事故直後、いかに行動したか

(2011.3.15) 東大福島復興農業工学会議の仮設立

(2011.5.30) 粘土表面の放射性セシウムセミナー

(2011.6.7  ) 簡易空間線量計プロジェクト協力

(2011.6.11) 土壌水分センサー講習会

(2011.6.20) ボランテア未来農水と土サポート

(2011.6.25) 飯舘村初踏査

(2011.7.10) 中山間地セミナー：飯舘村の『土』は今

(2011.7.29) 震災復興への処方箋セミナー （駒場生対象）

ー農業工学でできることー

(2011.8.30) ふくしま再生の会との出会い

(2011.9.4  ) 東大福島復興農業工学会議現地調査

2011.3.11 東日本大震災

9

（溝口の場合）

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/seminar/seminarlist.html
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/seminar/110729noukou.html
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/seminar/110904photo/imageidx.html


原発事故後の活動
農地除染法の開発と農業再生

(2012.1.8) 凍土剥ぎ取り法
(2012.4.1) 田車による泥水掃き出し法
(2012.10.6) 東大農学部の学生見学会
(2012.12.1) までい工法（汚染土埋設法）
(2013.5.15) 泥水強制排水法
(2013.5) 林地の土壌中Cs分布の調査
(2013.6.6) 水田における湛水実験
(2015.6.26)除染後農地土壌の排水性調査
(2016.5.15)森林小河川のCs流出モニタリング
(2016.6.24)イグネ除染実験（汚染土埋設法）
(2017.3.21) 飯舘花壇

(2017.3.31) 避難指示解除

(2018.3.5  ) 飯舘村と東大と連携協定
(2018.5.1)  純米酒「不死鳥の如く」誕生
(2019.6)  カンヌ・ライオンズにノミネート
(2019.8)  東大むら塾がソバ栽培

飯舘村が東大と連携協定
福島、農畜産業復興狙い

(2018.3.5 産経新聞）

各項目の内容や写真については下記URLからご覧ください。
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/201017.html

http://twitter.com/HiroshiIwase/status/156048332777725952/photo/1/large
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/201017.html


飯舘村が東大と連携協定
福島、農畜産業復興狙い

(2018.3.5 産経新聞）

http://twitter.com/HiroshiIwase/status/156048332777725952/photo/1/large


成果１：飯舘村ーNPO法人ー東大農の連携

農学生命科学研究科
（農学部）

RI施設

福島復興農業工学会議 サークル
までい

農業委員会

村民との信頼関係 12
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成果２：
土壌中のCs移動

• セシウムは土壌中でほとんど移動していない

• 土壌放射線量は理論通りに自然減衰している

汚染土の埋設(2014.5.18)



現時点での重要な知見

• Csは土壌中でほとんど移動しない

• 土壌放射線量は理論通りに自然減衰している
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その意義
・飯舘村：大量の汚染土が農地に山積みになっている

→長泥地区（帰還困難区域）への埋設・減容

・本知見：埋設処理の設計や埋設後の管理に関して技術的
な指針を提供



２．残された課題 （西村の主観による）

– 農業再生のための注意点



放射性セシウム除染の先
農業の再開へ向けて

東京大学大学院農学生命科学研
究科

西村 拓協力者

山﨑琢平 現福島県環境創造センター

Chris Renschler ニューヨーク州立大学バッファロー校

濱本昌一郎氏他，環境地水学研究室メンバー

20201017農学部オンライン公開セミナー 16



農地の除染 （空間線量を下げる⇔営農再開）

2011年度～
様々な農地除染法や機械の開発（農村工学研究部門（当時研究所）他）

2013年5月（2014.12，2016.9，2018.3に追補）の環境省除染関係ガイドライン
に従った除染（表土剥ぎ→フレコンバッグ，土の反転）

2014年8月25日 学術会議提言（土壌科学分科会）
提言１ 除染廃土の減容化
提言２ 住民参加の納得できる除染の推進と技術の選択肢の拡大
提言３ 山林の除染と汚染森林の合理的管理
提言４ ため池、湖沼等における底泥の汚染対策
提言５ 山間部での一部水田の高濃度汚染米対策
⇒農地を農地として使うための除染，農業用水の安心・・・は大事かな

⇒2017年3月末までに帰還困難区域を覗いて面的除染完了

中間貯蔵施設への搬出後．仮置場等の原状回復に係る現場手順書(2020.4)
20201017農学部オンライン公開セミナー 17



原発事故後の活動
農地除染法の開発と農業再生

飯舘村が東大と連携協定
福島、農畜産業復興狙い

(2018.3.5 産経新聞）

(2012.1.8  ) 凍土剥ぎ取り法
(2012.4.1 ) 田車による泥水掃き出し法
(2012.12.1 ) までい工法（汚染土埋設法）
(2013.5.15) 泥水強制排水法
(2013.5) 林地の土壌中Cs分布の調査
(2013.6.6) 水田における湛水実験
(2015.6.26) 除染後農地土壌の排水性調査
(2016.5.15) 森林小河川のCs流出モニタリング
(2016.6) イグネ除染実験（汚染土埋設法）
(2016.6) 除染後農地の土壌硬度調査
(2017.3.21) 飯舘花壇
(2017.3.31) 避難指示解除
(2018.4) 畦畔の空間線量評価
(2018.3.5  ) 飯舘村と東大と連携協定
(2018.5.1)  純米酒「不死鳥の如く」誕生
(2019.6)  カンヌ・ライオンズにノミネート
(2019.8)  東大むら塾がソバ栽培 20201017農学部オンライン公開セミナー
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私の話題提供
水

湖沼や河川の水底の放射性セシウムによる汚染実態把握は、
農業再開に向けて重要な課題（農水省）．

湖沼等の底質中の放射性セシウムの深さ分布の可視化）
JAEA，2018)

✓森林から系外への放射性Csの流出は少ないとされて
いる．

✓農家からの何故そうなる？

圃場

✓除染行為やフレコンバッグの保管によって，圧縮・圧
密を受けた土壌はどうなっているか？

✓除染の対象にならなかった畦畔はどうなっている？
20201017農学部オンライン公開セミナー 19



対象地 (飯舘村内）
森林から流出する水をそのまま
利用する開拓農家とその集水域

観測地

原発

30 km

観測項目（10分値～1時間値）
水位 → 流量に換算
濁度
気温・水温と降水量
流出水の放射能（懸濁，水溶）

20201017農学部オンライン公開セミナー
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✓ 2016年6月から11月の総流出量は1743 MBq，推定総降下量の
0.11% から 0.32%

✓ 溶存態（平均50 Bq/m3)・・・溶存態の流出17.5 MBq
⇒流出のほとんどが懸濁態・・・侵食に着目して検討

雨

Cs

20201017農学部オンライン公開セミナー 21



計算に使用したモデル

GeoWEPP (Renschler, 2003)
アメリカ農務省で開発した土壌侵食モデル（WEPP, Flanagan et al. 
2007)をArcGISと結合．斜面の表面流を水収支式に基づいて算出

雨滴侵食（インターリル侵食）とリル侵食の２つの作用について土砂
流出量を算出

蒸発散

降水

表面流出

地下水流出

浸潤

深部浸透⇒損失

土砂流亡

22
20201017農学部オンライン公開セミナー



土砂流出の結果

侵食は河道近傍の一部

（暖色）に集中

斜面の土砂侵食量
0.13 t ha-1 y-1

Cs流出率
0.19%

(土砂のCs濃度150 kBq kg-1と仮定)

観測値0.3%と整合的

水色は常に水が流れる

黄緑，ピンク，赤から流出

観測点

1 T = 0.5 ton ha-1 y-1

2016-17の斜面土壌侵食量マップ20201017農学部オンライン公開セミナー
23



観測点

2016-17の斜面土壌侵食量マップ

（上）河道に堆積した
下層土のマサ土(2018撮影)

（下）斜面の一部にみられる地
表面流の跡と露出した土壌

20201017農学部オンライン公開セミナー
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森林からのセシウムの流出

✓ 森林流域内斜面の主要な土砂起源は河道及びその近傍

⇒ Csの起源も土砂起源と同じと考えられる．

⇒ 森林からのCs流出率が小さいのは，流出に寄与する面積が小さいため．

✓ 今のままの土地利用(森林）であれば，流出率は減っていく（下層土の侵食
へ移行するため）

✓ 大半のCsは山林中で自然崩壊して減少していくと考えられる，

20201017農学部オンライン公開セミナー 25



圃場の土壌の
圧縮圧密

あくまで一例だが，除染後の農
地に雨が降ったらすぐに水が溜
まり，気泡が出てくる．

地表面下に密な層ができている
時の典型な現象．

硬さを調べて層位をみた．

20201017農学部オンライン公開セミナー
26

動画

2015bubble.MOV
https://www.youtube.com/watch?v=1YlaKdTu8kg
https://www.youtube.com/watch?v=1YlaKdTu8kg


水田の硬盤
（鋤床）

新たに形成さ
れた圧縮層

図１ 対象とした仮置場における土壌 硬度の深度分
布（仮置場B) 小磯，山崎(2020) 除染学会要旨集

20201017農学部オンライン公開セミナー 27



飯舘村内の水田圃場のCs汚染状況 (2019，吉田)

✓ 考えられる （空間線量を下げるための除染だったので，面積的に小さい畦
畔を残しても効果は十分あった）

✓ 土壌の圧縮圧密や未除染の畦畔は，営農には望ましい状態ではないので，
今後の圃場整備の等で考慮すべき点と考えられる．

20201017農学部オンライン公開セミナー
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３．これから何が必要か？ （宗夫さんの主観による）

– 未来への期待と希望

– 東大農学部の役割



次世代につなぐ
現場教育



自然との共生

音に驚いて逃げたイノシ（動画）

https://twitter.com/msrmz/status/1316191262135836672
https://twitter.com/msrmz/status/1316191262135836672


圃場整備への
期待



ICTを活用した圃場整備への期待

↓ ソーラーパネル

https://youtu.be/jBzpnllkliI


サプライズ！

？



飯舘村新村長予定者：杉岡誠氏

JpGU学会(2019.5.30)

駒場講義(2019.12.18)



飯舘村の農業再生戦略



３．これから何が必要か？ （杉岡さんの主観による）

– 未来への期待と希望

– 東大農学部の役割









新らたな農業の実践

農業基盤整備
公共事業

農業生産を支える

縁の下の力持ち

41
農林水産省パンフレット 「共に生きる都市と農村」～豊かな食と美しい農村をめざして～ (2006), p.8より
http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/

土・水・農村・情報
のインフラ

http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/kikaku/k_panf2006/


飯舘村など避難先 通勤農業

モニタリング

遠隔操作

生育 電柵放射能

温度濁水 排水
制御

監視

地域復興実用化開発等促進事業（福島県／経産省：2017-2018）

安全な農畜産物生産を支援するICT営農管理システムの開発

１．農地で動くタフなデバイスと

２．農家が望むシステムを

３．安く提供する
42



酒米水田用水の遠隔操作(2018～)

1. 水門設置 2. WiFiカメラ 3. 水門操作 43

https://youtu.be/jBzpnllkliI


今後の展開
• 村内の情報ネットワーク環境整備

（ドローン）

（無人草刈機）

（自動走行農機）

（ハウス園芸）

（自動給水栓）

スマート農業推進農村情報基盤整備実証事業
（農林水産省農村振興局地域整備課）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjxrMqyncbZAhUBNpQKHdB7DPUQjRx6BAgAEAY&url=https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD&psig=AOvVaw2WLsHxhCnQMCfmLZteyJx4&ust=1519825507121117


https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r3yokyu_pr45.pdf

https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r3yokyu_pr45.pdf?fbclid=IwAR2c63U-ytma24PWa_r31PXr_eqUI15IuOC5fZAeGw4l7_vjUVVKmNaM9Rs


大学等の「復興知」を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業
（復興庁／文科省：2018-2019)

飯舘村における農業再生と風評被害払拭
のための教育研究プログラム

http://madeiuniv.jp/fukkouchi/


農学教育

ドロえもん博士
2019年3月11日発刊

（Kindle版もあり）
日本語版
英語版

中国語版
栃木県立大田原高校15名

（2019.9.14-15）

埼玉県立鴻巣高校46名
（2019.7.28-29 ）

飯舘村小学生の
東大キャンパスツアー

(2013.8.19)
(2014.8.20)

松塚土壌博物館(2018.4.29)

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E3%81%AE%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%AF%E3%82%AF%E6%95%99%E5%AE%A4%E3%80%8C%E5%9C%9F%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%B5%E3%81%97%E3%81%8E-%E3%80%8D%E3%80%9C%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%82%A6%E3%83%A0%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%99%E3%82%8B%E5%9C%9F%E3%81%AE%E3%81%AF%E3%81%9F%E3%82%89%E3%81%8D%E3%80%9C-%E3%83%89%E3%83%AD%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E3%81%A8%E4%BB%B2%E9%96%93%E3%81%9F%E3%81%A1-ebook/dp/B07S6ZTCYC
https://www.facebook.com/yoichi.tao/posts/10157372194127988
https://www.facebook.com/yoichi.tao/posts/10157253622377988
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/130819/imageidx.html
https://www.youtube.com/watch?v=TLTQswp6Yic&feature=youtu.be


復興の農業工学

• 上野英三郎博士(1872-1925)
– ハチ公の飼主

– 東大農学部の教授
• 耕地整理法(1900)

• 耕地整理講義(1905)

• 農業工学（農業土木）
– 食料生産の基盤整備

– 不毛な大地→肥沃な農地
• 農地造成／灌漑・排水

– 農地除染

• 除染後の土地利用
– 帰村後の農村計画

– 地域創生／産業再生
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【討論】


